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ンナンおよびアカシア材とタケ稈のキシランは、単糖とオリゴ糖として SSL 中に溶出した。SSL 中のキシ
ロースとキシロオリゴ糖は蒸解の進行と共に分解し、マンノースとマンノオリゴ糖に比べて速く分解した。
マンノースとマンノオリゴ糖収率、およびキシロースとキシロオリゴ糖収率は、それぞれ pH 1.4の 1 時間
の蒸解および pH 2.0の 1 時間の蒸解で最大（7.7%および 12.6%）となった。蒸解後期にはセルロース由来





うことにより、酢酸濃度を 11.2 g/Lから 0.9 g/Lまで減少できることを明らかにした。CaO処理後に炭酸ガ
スで中和するとイオン交換樹脂処理における単糖の損失を抑制することができる。この方法で発酵阻害物質
を除去した広葉樹 SSLをP. stipitisで発酵させると、29.0 g/Lの単糖から 10.6 g/Lのエタノールが得られた。
一方で、未処理の SSL からはエタノールが得られなかった。この除去方法は、広葉樹 SSL 中のキシロース
からのエタノール生産の向上に効果があることが明らかとなった。 
第三に、P. stipitisによるオリゴ糖からのエタノール生産を向上させるため、CaOとイオン交換樹脂によ
る処理を針葉樹 SSLに適用した。酢酸濃度が 1 g/L以下では、セロビオースからのエタノール生産は阻害さ
れない。CaOとイオン交換樹脂を組み合わせた処理により、針葉樹 SSL中のオリゴ糖を損失することなく、





える影響を検討した。アカシア SPの酵素糖化速度は、カラマツ SPに比べて遅い。アカシア SPの酵素糖化
残さ中のリグニンに吸着した酵素量はリグニン 1 gあたり 61 Filter paper unit （FPU）であり、カラマツ













審   査   の   要   旨 
 
 本論文は、木材リファイナリーと酸性サルファイト蒸解について概説し、バイオエタノール生産プロセス
としての酸性サルファイト蒸解の優位性を明らかにしている。また、蒸解廃液中の五単糖の発酵阻害物質の除
去方法、オリゴ糖の発酵阻害物質の除去方法を提案し、エタノール生産を増大できることを明らかにしている。
さらに、脱リグニン処理したパルプの酵素糖化効率に及ぼす因子について検討を加えている。新規で有用な信
頼性の高い科学的知見が示され、また信頼性の高い方法が提案されており、その内容の発展と社会的貢献が期
待できる。 
 平成26年1月22日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
